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はじめに
しつけとは，基本的生活習慣にはじまり ，子どもの発
速に合わせて，さまぎまな行動や態度を習慣化させて定
着させ.さらに子ども自身のなかに価値を内面化させる
ζとである。
しつけについて論じた文献は.古今東西を.iillじて相当
ilにのぼるであろう。いつの時代て‘も，親は子どもの健
やかな成長を願ってしつけたにちがいなし、。しかもとの
願L、は今日でも変わらないのである。
しかし，現代社会においては.青少年非行の地大や家
庭内暴力，登校矩否，自殺なと，子どもの発注の過程で
さまざまな歪みやつまずきが起乙り，子育てに取り組む
意見の姿勢が改めて問いl丘されている。
乙乙11:，小さな試みではあるが，現代の家庭でどのよ
うなしつけが行われているか.その特徴を明らかにし，
そζiζ潜む問題点を検討する。
いま，しつけを行っている親がどのような乙とを考え
ているのか，またその実際Iζ行っている乙とについて，
アンケート調査を行った。
方 法
1 .対象
小学校l年生または2年生の子どもをもっ親 (88名)
アンケート用紙記入おを父観，母親というように特に
指定する乙となく，対象として選んだ家庭にまかせる乙
とにした。用紙の未定に記入者を明らかにしてもらう。
乙の乙とにより，家庭内で子どものしつけを実際に担当
*旧姓湯瀬
川記入者の内訳母 (78人).父(6人)，父と母(4 
人)計部人
している人は誰かを.ある程度縫視.IJ可能と考えたホ:
IL調査期間および手続き
1987年10月-1月
和歌山県のM小学校に依頼し，学校の先生を通してア
ンケート用紙を配布した上，回収した。
m.調査内容
質問は14項目からなり，その内容は， rしつけ観の徳
造J，r家庭教育やしつけに対する自信と悩みJ，rし
つけの実態」に分けられる。
A.しつけ鋭の構造
1.しつけの必要性
2.家庭での重要な しつけ
3.子どもに希望する将来像(しつけの目的)
4.現代のしつけ批判
B.家庭教育やしつけに対する自信と悩み
1.自分の家庭での教育の評価
2.チどもの教育についての悩み
3.子どものしつけに対する自信
C.しつけの実態
1.しつけの方針の決定者
2.家が手伝いの備導の実態
3.家庭学習の指導の実態
4.しつけの-['l性
結果および考察
A.しつけ観の徳造
1 .しつけの必要性
幼少時からのしつけは必要であるのかどうか。子ども
の育て方についての親の態度の結架を示したものが，表
lである。その選択肢は次の3項目とした。
(1) チどもはあまり親が手をかけなくても，ひとり
でに育っていくものである。
???、
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表1 しつけの必要性
( )内勿
13 子供はあまり 小さい持、親手をかけなく がしっかりし どちらでもても育ってい つけておく必 ないく 要がある
母 2 (2%) 63 (72~ぢ) 13(15%) 
父 。 6 (7%) 。
父・母 。 4 (4 ~ち) 。
計 2 (2 $約 73 (83%) 13 (1 5~的
12) 子どもは小さい時に親がしっかりしつけておく
必要がある。
(3) どちらとも言えない。
全体の83~ぢの親が小さい時の厳しいしつけの必要性を
感じている。乙れは，平塚1)の調査の結果とほぼ同じで
ある。
2.家庭での重要なしつけ
子どもを健やかに育てるために，家庭ではどのような
ことが大切だと考えられているのだろうか。次の8項目
の中から，大切だと思う)1闘に 3項目を選択してもらう。
(1) 親自身が子どもの模範となるように努めること
(2) 子ども中心の生活をするようK心がけること
(3) 悪い友達lζ感化されないように心がける乙と
(4) お金の大切さを教え無駄遣いをさせない乙と
(5) 親子で共通のスポーツや興味を楽しむとと
(6) 子どもに家事を分担させる乙と
(7) 礼儀や作法を厳しく教えること
(8) 子ともに好ましくないテレビ番組や雑誌をみせ
なし、乙と
結果は. I一番大切だと思うものJIL限ってみてみる
と，表2のように. I親自身が子どもの模範になるよう
に努めるζと」が全体の72%を占めている。次いで，
「礼儀や作法を厳しく教える ζとJの12%である。
さらに， I一番大切だと恩うもの」を3点， I二番目
に大切だと思うもの」を 2点， I三番目lζ大切だと思う
もの」を l点とし，それぞれの項目について点数の合計
を比較したのが図 1である。
とれによると， I親自身が子どもの模範になるように
努める乙と」は， 210点となり， 2位の「お金の大切さ
を数え無駄遣いをさせない乙と」の109点の 2倍近い得
点となっている。以下. I礼儀や作法を厳しく数えるこ
と」が73点， I親子で共通のスポーツや趣味を楽しむこ
とJが56点， I子ともに家事を分担させる乙と」が34点、
と続いている。
表2. 家庭で重要な乙と
工百目 記入者 母 父 父・母
親自身が子供の模範となる
ように努める乙と
子ども中心の生活をするよ
うに心がけるとと
悪い友達l乙感化されないよ
うに気をつける乙と
お金の大切さを教え無駄遣
いをさせないζと
親子で共通のスポーツや趣
味を楽しむζと
子どもに家事を分担させる
ζと
礼儀や作法を厳しく教える
乙と
子ともに好ましくないテレ
ビ番組や雑誌をみせない乙
と
無回答，不明
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3‘ι 子どもに希望する将来像(しつけの目的)
( 2 ) 
親は子どもに対して将来どのような乙とを希望してい
るのだろうか。とく に次の5項目について希望する程度
をきいてみた。
(1) 好きな道で自由に才能を伸ばすこと
(2) 他人に迷惑をかけずまともな暮らしをする乙と
13) 収入のよい安定した職につく乙と
14) よい結婚相手を見つける乙と
15) 大学に入る乙と
表3はその結果を示したものである。それによると，
「他人に迷惑をかけずまともな暮らしをする乙とJの項
目に対して， 90%近くの人が 「非常に希望する」または
「希望する」と答えている。 I大学に入る乙とJについ
ては，約半数の51必の人が. iどちらともいえないJと
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すかJという質問κ対し， iうまくいっているJから
「うまくいっていないJまで4段階まで評定してもらっ
た。結果は表41L示すとおりである。 iまあまあうまく
いっている」と答えている貌は82%であり，多いといえ
る。
~ 4. 家庭での教育の評価
( )内%エ!うまくい あまりう まあまあ うまくいっていな まくし、つ うまくし、 っているL、 ていない っている
母 。 11 65 2 
父 。 。 6 。
父・母 。 。 3 
」吐 。 11 (12) 72 (82) 5 (6) 
2.子どもの教育についての悩み
子どもの教育で悩む乙とがあるかどうかを問い、悩む
乙とがあると答えた人ILは、どのような乙とで悩んでい
るのかについて調べた。
まず、子どもの教育で悩む乙とがあるか否かについて
は、結果を表51L示す。
表5.子どもの教育についての悩みの程度
( )内%
ば?悩む乙と 悩む乙と 時々悩む悩む乙と 無回答は全くな はあまり 乙とがあlfよくあし、 ない る
母 。13 52 10 3 
父 。 3 2 。
父・母 。 2 2 。 。
5十 。18 (20) 56 (64)111 (13)1 3 (3) 
「悩む乙とがよくあるJ， i時々悩むととがあるJを
合わせると，全体の77%に遥する。乙の7H杉の親IL，次
の項目をどの程度悩んでいるかを問うた。
質問項目は次の6つで，回答を「よく悩む」から「悩
まない」まで5段階で評定してもらう。
( 1 ) 友達関係
(2 ) 親への態度
( 3) 身体 ・健康
(4) 性格
( 5 ) しつけ
( 6 ) 勉強
結果は表6のとおりであり，その中から「よく悩むJ， 
「時々悩む」だけをとり出して図3Iζ示した。
「勉強」と「しつけjの乙とで悩むと答えた親が最も
(4 ) 
表6. 悩みの種類について
( )内%
iぷ肴¥悩ま 悩あまり どちら 時々 よくない まな ともい 悩む 悩むし、 えない
母 14 19 5 25 2 
友達 父 。 。
関係 父と母 。 。。
言十 15 (21) 20 (29) 6(9) 26 (37) 3 (4) 
母 15 20 9 16 5 
親への 父 2 。。 。
態度 父と母 2 。。。。
言十 19 (27) 20 (29) 9 (13) 17 (24) 5 (7) I 
母 22 16 6 14 7 
身体 ・ 父 2 。。。
健康 父と母 。。。
計 24 (34) 17 (24) 6(9) 15 (21) 8 (11) 
母 10 12 9 30 4 
性格
父 。。 。
父と母 。 。
Z十 12 (17) 13 (19) 9 (13) 32 (46) 4 (6) 
母 5 5 12 37 6 
しっけ
父 。 。
父と母 。。 。
計 7 (10) 5(7) 13 (19) 39 (56) 6 (9) 
母 5 1 7 34 8 
勉強
父 。 。
父と母 。 。 。
言十 5 (7) 13(19) 7 (10) 36 (51) 9 (13) 
制割合:母数は、 「教育で悩むJ70名(母65、父3、
父母2) 
友達関係
親への態度
身体 ・健康
性格
しつけ
勉強
q月
40 60 80% 
圃・ 仁コ
よく悩む 時々悩む
図3 悩みの種頬
丹下・藤野:しつけに関する一考察 -291 
多く ，次いで「性格Jの順になっている。
3.子どものしつけに対する自信
子どものしつけについて，自信があるかどうかの質聞
に対する結果を表711:示した。
「どちらかといえば自信がある」が全体の4396にすぎ
なかったのに対し， iあまり自信がないJと答えた人は
515ぢと半数を超えた。
表7 子どものしつけに対する自信
( )内第
よ?と全く自信 あまり自 どちばらか自と非常11:自がない {言がなし、 いえ 信 信がある 無回答がある
母 3 42 32 。
父 。 2 3 。
父・母 。 3 。 。
5十 3 (3) 45 (51) 38 (43) 1 (1) 1 (1) 
考察
自分の家庭における教育に対する評価は， iうまく し、っ
ているJ(まあまあうまくいっているを含めて)とした
人が全体の88961;:達し，親が家庭での教育を楽観視して
いるように思われる。しかし.家庭での教育が「うまく
いっているJ親たちは、子どもの教育の乙とでは悩まな
いのかといえば、そうではない。
表8は家庭での教育が「うまくいっている」と答えた
母親67名に対して，子どもの教育で悩む乙とがあるかと
問うた結果を示している。
表8. 子どもの教育で悩むかどうか
( )内%
不 全く悩あまり悩時々悩む悩む乙とまない まない ζとがあ かよくあ 無回答る る
母
うまくし、 。1 (1 ) っている 1 (1 ) 。。
まあまあ
親 うまくし、 。
っている
12 (18) 44 (66) 6 (9) 3 (4) 
制割合 :母数家庭での教育がうまくいっている母
親67名
親は，家庭での教育を 「うまくいっている」としなが
らも，子どもの教育の乙とでは，何らかの悩みを抱えて
いるのである。
その悩みの内容は， i勉強」と「しつけ」が綴も多く，
現代の親が深い関心をもっている乙とがわかる。学歴重
視の社会の中で，親の役割が重要性をもっといえる。
( 5 ) 
C.しつけの実態
家庭において，家事の手伝いをさせたり，勉強をさせ
たりしているのか，また，とくにしつけの一貫性がある
か否かを検討する。
1 .しつけの方針の決定者
誰がしつけの方針を決めているのかを聞く。決定者は
家庭においては必ずしも l人だけとは限っていない。表
9K示す如く，母が決める (全体の36%)，父が決める
(2996) ，父と母で決める (2996)と江っている。乙れ
を資料として，しつけ方針の決定に参加しているパーセ
ントを図4に示した。
表9. しつけ方針の決定者
( )内%エ1祖父 父 母 祖母 ・ 父 ・母 その他父 ・母
母 19 29 24 3 
父 。 5 。。 。
父・母 O 3 。 。。
母
父
5十
姐 112
母 U"
祖 1‘
父 11
1 (1) 25 (29) 32 (36) 1 (1 ) 25 (29) 3 (3) 
20 40 60 80 96 
図4 しつけ方針の決定に参加の割合
2.家事手伝いの指導の実態
家庭で，子どもに手伝いや仕事をさせているかをたず
ねた。結果は表101ζ示すとおりである。
「子どもの仕事を決めて毎日やらせている」と答えた
人が全体の16~彰 ， i必要なとき，時々手伝わせるJが74
96で相当多くなっている。
3.家庭学習の指導の実態
家庭で毎日勉強させるようにしていますかという質問
に対する反応を表llK示した。
「毎日時間を決めてさせている」の答えは全体の2896
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表10 家事手伝いの指導
( )内%
間子仕事どをも決の必要なと あまをり手さ
なるべく そ 無 l
き、時々 伝い 手さ伝せいは
めて毎せ日 tJ.l，、の 回
やら て手伝わせ せる ζとようにし 他 答いる る はない ている
母 12 58 4 2 
父 5 。 。。。
父と母 2 。。
5十 14 (16) 65 (74) 5 (6) 2 (2) 1 (1) 1 (1)1 
表1. 家庭学習の指導
( )内%
日毎間日、 時毎日では 家庭では子自主ど性ものlζ そ 無を決め ないが時強あま り勉 の 回てさせて 時注意し はさせ まかせている てさせる ない いる 他 答
母 20 39 3 9 6 
父 3 2 。 。 。
父・母 2 。 。。
五十 25 (28) 42 (48) 3 (4) 10 (11) 7(8) 1(1) 
を占め， r毎日ではないが時々注意してさせるJが48$杉
と多い。
4. しつけの一貫性
B.場面による一貫性 (1 ) 
「しつζ くねだられると，しまいにはお子さんのいう
ととをおききになりますかJという質問で，結果は表12
K示すとおり。 r時々きく乙とがある」が全体の54%，
fあまりきくととはない」の答えは39%と15%の差があ
る。
表12. しつζ くねだられた時
( )内第
沢しつ乙く 時々きく あまりき 全くきくねだられるといっ ζとがあ くζとは 乙とはな その他もきいて る t.H、 L、しまう
母 。 42 30 5 
父 。 4 2 。 。
父・母 。 2 2 。 。
2十 0(0 ) 48 (54) 34 (39) 5 (6) 1 (1 ) 
表 13. 自によって叱ったり叱らな
かったりする乙とがあるか
( )内第
|まよくある 時々ある あまりない 全くない その他
母 34 35 7 
父 。 2 3 。
母・父 。 。 3 
Z十 1 (1) 36 (41) 41 (47) 9 (10) 1 (1) 
「時々あるjも4Uあ達している。
C.父母間での一貫性
「お父さんとお母さんとで，お子さんにおっしゃる乙
とがくいちがいますか」の質問で，結果は表14のとおり
である。
「時々 くいちがう」という回答が全体の44%であるが，
fあまりくいちがう乙とはないJも43%となり，殆んど
差がない。
表 14.父母間での意見のくいちがい
( )内%
[エ!くいちが 時々 くい あまりく 全くく いうζとが ちがう ζ いちがう ちがう ζ その他乙とはなよくある とがある し、 とはなし、
母 2 37 30 7 2 
父 。 5 。 。
母・父 。 3 。 。
3十 2 (2) 39 (44) 38 (43) 7 (8) 2 (2) 
考察
しつけの方針の決定者はやはり母線が最も多いが，父
親の割合も比較的多い乙とに注目したい。
アンケートの記入者をみると，父親がわずか10$ちにす
ぎないが，しつけ方針の決定の際IC，父親が参加する家
庭が60%近くに達し， 父貌も子どものしつけには.無関
心ではない乙とのあらわれであろう。
現在，家庭における父親の不在は非常κ問題になって
いる。 山村2)によれば，父親は子どもの社会化過程で次
の3つの役割lをもっという。
第ーには，性別役割の社会化における男性モデル
第二lζ職業人=社会人
b. ~易商による一貫性 ( 2 ) 第三に社会に対する家族の代表者どあると同時に，家
「同じ乙とでも，その日は叱ったり，次の日は叱らな 族という集団の統率者，乙れら3つの役害IJで‘ある。
かったりするととがありますか」の質問に対する結果は 現代社会では，乙のような役割が十分に発律されてい
表1311:示す。 ないととが問題であり.また， ζれらの役割を発揮する
「あまりない」との回答は全体の47~杉を占めているが， 乙との困難な状況にある ζとも大きな問題である。今後
(6 ) 
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ますます父親がその役割の重要性を理解し，役害IJを果た
すために努力する ζとが必要となる。
家事手伝いと勉強の習償に関して問題になるのは.家
事手伝いや仕事をさせる乙とよりも，勉強をさせる乙と
を;n視しているのではなし、かという ζとである。 i毎日
させているJという回答率も，家事手伝い (16%)，勉
強 (28~百)をくらべると，前者のほうが低い。さらに.
家事手伝いと勉強の両方を毎日させている家庭はI第を
占め，家事手伝いをさせている家庭では勉強もさせてい
るが，その逆も可とは言いきれない。やはり，勉強のほ
うを先行させている家庭が多いのは事実である。
段後fC，しつけの一貫性について考えてみる。 i子と
もにねだられた時，いう乙とをきいてしまうかJ，r同
じ乙とでも，自によって叱ったり叱らなかったりする ζ
とがあるかJ，r父母間で子どもに言う ζとがくいちが
うかJという 3つの質問に対し， iよくあるJという答
えは殆んどなかったものの， r時々ある」と答えた綴が
それぞれAO-50~ちと多L 、。およそ半数の家庭において，
しつけを行う籾の行動が局面によって一口しないという
乙とである。とくに，乙の3つの質問にすべて I時々あ
るJと答えた籾も全体の15%であるので，しつけK一白
性があるとはいえない。
)'j'井3)は，しつけの-11性を，時間的述続性，内容的
な調拘性，主体聞の一致性，主体客体問の適合性，場面
による一貫性などを総称したものとしている。したがっ
?
?
??? ?
て現代のしつけfCはー質性がないと一般にはし、えないが，
一口怜を欠く要議があるわけで，現代のしつけが有効に
機能しない原因にもなっているのではないか。
要 約
1.現代の家l廷において，どのようなしつけが行われ
ているかについて，その特徴を明らかにし，そζfC
滞空む問題点を検討する。
2.小学校l年生または2年生の子どもをもっ続88名
を対象Kアンケー卜調査を行う。
3.質問項目は14であり，その内容は「しつけ観の綿
造， i家庭教育やしつけに対する自信と悩みJ， 
「しつけの実態」に分けられる。
4.結果として儲鏑される問題点は，親のしつけK対
する自信のなさとそれiζfドう，個別のしつけ行為に
おける一貫性のなさである。
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Summary 
lηIIs paper investigates the problems latent in Japanese home and makes c1ear the kind of discipline given there 
by parents. 
2. For this purpose we sent out a questionnaire to parents who have fust. or second唱l'adersin their family and 
received 88 answers. 
3.ηle questionnaire contains 14 questions that can be grouped into the following three categories. 
(1) What are the ideas parents have on the discipline at home? 
(2) What are the troubles they have had in educating their children and giving discipline to them? 
(3) What are the actual disciplines they have given to their children? 
4.百lepoints that the results of this questionnaire indicate are as folows: 
(1) the lack of confidence in the discipline of children on the part of parents 
(2) the inconsistency in the kind of discipline they give to their children on particular occasion. 
( 7) 
親自身が子供の模範となるように努める
ζと
子供中心の生活をするように心がける乙
と
悪い友達K感化されないように気をつけ
るζと
お金の大切さを教え無駄遣いをさせない
乙と
親子で共通のスポーツや趣味を楽しむζ
と
子供に家事を分担させる乙と
礼儀や作法を厳しく教える ζと
子供iζ好ましくないテレビ番組や雑誌を
みせない乙と
員'"-
寸ー重児
あなたのご家庭では、お子さんのしつけについ
て2基本方針をきめられるときどなたが決めてお
られますか。
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質問 l
2. 
4. 
3 祖
組
父
母
その他(
父
母2 
3 
4. 
5 
6. 
7. 
8 
乙の他』ζ、特に大切だと恩われる乙とがあれ
ば磁いて下さい。
※ 
あなたの家庭での教育はうま くいっていると思
いますか。
質問5
5. 
現代において、次の各項目についてよいと思わ
れますか、よ くないと思われますか。ょいと思
うものにOを、よくないと恩うものに Xをつけ
て下さい。
( ) 1 子供κ話合いで納得させるζと
( ) 2 子供に金をかける乙と
( ) 3 教育一般への関心が高いζと
( ) 4 子供1:自分の意見をはっきり言わせ
るζと
) 5 家事などの手伝いをさせない ζと
) 6 子供を自由にさせる ζと
) 7 他人の子lr.無関心な ζと
) 8.子供の自主性を伸ばす乙と
) 9 しつけに熱心な乙と
) 10 勉強を重視するζと
) 1 しつけに一本筋が通っていない乙と
質問2
， ?、 ，
?、
??? 、
，?、 ，
?、 ，
，?、 ，
?、
うまく いっている
まあまあうまくいっている
あまりうまくいっていない
うまくいっていない
2. 子供の育て方で、次の考えのうち、あなたの考
えに一番近いものはどれでしょうか。
質問3
3. 
あなたは、お子さんの教育で悩む乙とがありま
すか。
4. 
質問6
子供は、あまり親がてをかけなくてもひ
とりでに育っていくものである
子供は、小さい時、親がしっかりしつけ
ておく必要がある
どちらとも言えない
2. 
3 
悩むζとがよくある
時々悩む乙とがある
悩むことはあまりない
悩む乙とは全くない
2. 
3. 
4. 
1 悩むζとがよくある。 2. 時々悩むととが
あるとお答えになった方にお尋ねします。次の
項目については、 との程度悩むととが有るでし
ょうか。
( 8) 
お子さんを健やかに育てるために、家庭で大切
だと恩われるものを、次の項目の中から、 3つ
選んで下さL、。( ) 1:大切たーと思われる順
lζ番号でお答え下さい。
一番大切だと患うもの( ) 
二番目に大切だと思うもの(
三番目K大切だと思うもの(
質問4
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悩 悩あ 言ど 時 よ 質問10 (_'家庭で、毎日勉強させるようKしておられま
ま ままえち 々 く
ななりなら悩悩 すか。
いいいとむむ
も
友i委関係
級への態度
身体 ・健康
性格
しつけ
勉強
質問7 お子さんのしつけについて自信がありますか。
L 非常に自信がある
2. どちらかといえ』ま自{言カiある
3 あまり白{言がない
4. 全く自信がない
質問8 お子さんに将来希望される ζとについてお尋ね
します。次の項目について、 5段階のうちそれ
ぞれあてはまると乙ろにOをつけてくださし、。
??????????? ? ???????
??????? ??? ?? ??? ? ょっ? ?? ??? ? ょっ??
??
?
??
?
質問9 おをではお子さんに手伝いや仕事をさせておら
れますか。
l 子供のしζ とを決めて、毎日やらせてい
る
2 必要なとき、時々手伝わせる
3 あまり手伝いをさせる乙とはない
4 なるべく手伝いはさせないようKしている
5. その他(
l 毎日 時間を決めてさせている
2. 毎日ではないが時々注意してさせる
3 家庭ではあまり勉強はさせない
4 子供の自主性にまかせている
5 その他(
質問1 お子さんがなまけたりしてはならないζとをし
た時、厳しくお叱りになりますか。
非常lζ厳しく日ヒる
2 時には厳しく叱る
3 あまり厳しく叱らない
4 日tる乙とはない
5. その他 (
質問12 しつ乙くねだられると、しまいにはお子さんの
いう乙とを、お聞きになりますか。
?
?
??? ???
???」? ??? ?????????
????
?
??
質問13 同じ乙とでも、その日は叱ったり、次の日は叱
らなかったりする乙とがありますか。
i よくある
2. I時々ある
3 あまりない
4 全くない
5. その他(
質問14 お父さんとお母さんとでお子さんにおっしゃる
乙とかくいちがいますか。
( 9) 
???? 児童学
L くいちがう ζとがよくある
2. 時々くいちがう ζとがある
3. あまりくいちがう乙とはない
4. 全くくいちがう乙とはない
5. その他(
記入していただいた方にOをつけて下さい。
l 父
2. 母
3 その他(
ど協力ありがとうございました。
(10) 
